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以下の指示をよくお読みください。 
1. 装置は湿気を避けて保管してください。 

2. 機器を電源コンセントに接続する前に、電源の電圧を確認してください。 

3. 電源コネクタを電源ジャックに差し込む前に、プリンタの電源がオフになっていることを確

認してください。 

4. 一時的な過電圧による損傷を防ぐために、プリンターをサージプロテクタに接続することを

お勧めします。 

5. 感電を避けるため、機器に液体がかからないよう注意してください。 

6. 安全性と保証上の理由から、資格のあるサービス担当者のみが装置を開けてください。 

7. いかなる状況でも、通電中の機器を修理または調整しないでください。 

  



1. バーコードプリンタ― 

1.1 ボックスの中身 ※ボックスの中⾝をご確認くさい。 

 ＲＴ７３０バーコードプリンタ― 

 

 

 

 

USBケーブル         クイックマニュアル         電源ケーブル 

 

ＡＣアダプター         リ ボンハブ2個 

 

  



2.バーコードプリンタ―について 

2.1 フロントビュー 

 

 

 

 

 

 

  

 



2.2 リアビュー 

 

 

 

  



2.3 ボトムビュー 

      オプション接続ジャックカバー 

  



2.4 フロント内部ビュー 

 

  



3.プリンタ―メカニズム 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



4. ラベルとリボンのセットアップ 

プリンターカバーを開ける 

プリンターを平らな面に置きます。 プリンタの両側にあるカバー リリース キャッチを引いてプリンタ 
カバーを開き、プリンタ カバーを持ち上げます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



4.1. リボンのセット 

      リボン          空コア         リボンハブ 

 

 

 

     リボンと空コアを図の様にセットします。※予めセットされたリボンもあります。 

 

 

 

セットしたリボンとリボンハブを図の様にセットします。 

上記のよう形になります。 

  



プリンターへリボンをセットする方法 

・以下の図の様にリボンをセットします。 

 

 

 

 

 

 

 

  



奥のリボンサプライのリボンをセットしましたら、ノッチを引いてプリンタ―カバーを閉じてください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

リボン巻き取りモジュール 

 

 

 

 

 

 

  



以下のようにリボン巻取りモジュールのリボンをセットします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 



リボンをセットした後、数回転巻付けます。 

 

 

 

 

 

リボンのシワがなくなるまで巻付け後、カバーを閉じます。 

 

 

 

 

  



4.2 ラベルのセット 

 

 

 

 

 

 

 

リリースキャッチを押してラベルサプライハブを開いてください。 

 

 

 

 

  



・ラベルをガイドに通してください。 

 

 

 

 

 

・リリースノッチをおしてプリンターカバーを閉じてください。 

 

 

 

 

・ＦＥＥＤボタンを押してください。エラーがでなければセット完了です。 

  



5.プリンターとパソコンの接続 

 

 

 

 

図のように電源をプリンタ―に接続します。 

 

 

 

 

 

 

 

  



USBケーブルをパソコンと接続します。（ＵＳＢ以外は販売店にご相談ください。） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  



6.操作パネル 

 

 

  



6.1 ラベルの測長 

後ろのボタンをしてラベルの測長を行います。 

 

 

 

 

 

 

 

  



7.エラーステータス 

 

 

 


